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記者席

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
冷
凍
マ

グ
ロ
づ
く
り
を
目
指
し
、
水

産
庁
の
も
う
か
る
漁
業
創
設

支
援
事
業
で
昨
年
実
証
を
開

始
し
た
第
８８
清
福
丸
（
船
主

・
浜
田
漁
業
部

岩
手
県
宮

古
市
、
３
８
７

）
の
「
極

洗
マ
グ
ロ
」
試
食
発
表
会
が

２０
日
、
東
京
・
築
地
で
開
か

れ
、
「
シ
ミ
」
や
「
血
栓
」

の
な
い
マ
グ
ロ
に
出
席
し
た

流
通
関
係
者
が
驚
き
を
み
せ

た
。
船
主
の
濱
田
雄
司
社
長

は
「
こ
れ
を
土
台
に
進
化
さ

せ
た
い
」
と
「
極
洗
マ
グ
ロ
」

の
さ
ら
な
る
高
品
質
化
に
意

欲
を
示
し
た
。

実
証
事
業
は
、
日
か
つ
漁

協
（
石
川
賢

組
合
長
）
が

清
福
丸
を
用
船
す
る
形
で
昨

年
５
月
か
ら
開
始
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
、
「
極
洗
マ

グ
ロ
」
と
し
て
振
る
舞
わ
れ

た
の
は
、フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
、

ジ
ャ
ワ
沖
で
漁
獲
さ
れ
た
大

メ
バ
チ
の
赤
身
や
ト
ロ
の
寿

司
や
刺
身
向
け
。

通
常
マ
グ
ロ
は
、
漁
獲
時

に
暴
れ
る
こ
と
で
打
ち
身
に

よ
る
「
シ
ミ
」
や
、
不
完
全

な
脱
血
処
理
で
で
き
る
赤
黒

い
点
々
の
「
血
栓
」
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
極
洗
マ
グ

ロ
は
そ
う
し
た
シ
ミ
や
血
栓

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
普
通

は
漁
獲
し
た
魚
の
２０
％
近
く

に
見
ら
れ
る
シ
ミ
な
ど
が
５

％
以
下
と
大
幅
に
減
っ
た
」

（
濱
田
社
長
）
と
い
う
。

同
社
の
マ
グ
ロ
を
一
船
買

い
す
る
フ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム

（
ホ
ク
エ
イ
食
品
）
の
廣
瀬

靖
則
社
長
も
、
「
ナ
ノ
バ
ブ

ル
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
正

直
こ
こ
ま
で
効
果
が
あ
る
と

は
驚
い
た
。
マ
グ
ロ
の
返
品

理
由
の
多
く
は
こ
の
シ
ミ
や

血
栓
で
あ
り
、
効
果
は
大
き

い
」
と
極
洗
マ
グ
ロ
を
評
価

し
た
。

極
洗
マ
グ
ロ
は
、
生
き
て

漁
獲
さ
れ
た
マ
グ
ロ
を
低
反

発
マ
ッ
ト
上
で
血
が
抜
け
や

す
い
よ
う
な
処
理
を
行
い
、

ナ
ノ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
（
富

喜
製
作
所
）
が
設
置
さ
れ
た

海
水
タ
ン
ク
で
脱
血
。
そ
の

後
、
神
経
抜
き
を
経
て
ナ
ノ

バ
ブ
ル
の
冷
海
水
タ
ン
ク
で

脱
血
仕
上
げ
と
予
冷
を
実
施

し
、
凍
結
室
に
入
れ
る
。
ナ

ノ
バ
ブ
ル
の
泡
の
力
に
加

え
、
溶
存
酸
素
濃
度
の
高
さ

で
マ
グ
ロ
の
心
臓
を
長
く
動

か
す
こ
と
に
よ
り
効
率
的
な

脱
血
が
で
き
る
仕
組
み
だ
。

ナ
ノ
バ
ブ
ル
装
置
は
富
喜
製

作
所
に
よ
る
と
、
同
型
で
１

台
約
１
２
０
万
円
（
工
事
費

な
ど
別
）
と
い
う
。

│
│
ま
ず
昨
年
を
振
り
返

っ
て
く
だ
さ
い
。

野

会
長

今
後
の
展

望
が
み
え
て
き
た
１
年
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

Ｊ
Ｆ
相
馬
双
葉
漁
協
で
沖

合
底
引
網
漁
、
沖
合
タ
コ
か

ご
漁
で
、
相
次
ぎ
試
験
操
業

が
始
ま
っ
た
。
対
象
魚
種
や

操
業
海
域
選

定
に
は
慎
重

に
慎
重
を
期

し
、
全
国
で

最
も
厳
し
い

放
射
性
物
質

検
査
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
専
用

検
査
施
設
も
開
設
し
た
。
危

険
な
魚
は
絶
対
に
流
通
さ
せ

な
い

と
い
う
姿
勢
で
臨
ん

だ
結
果
、
試
験
操
業
で
獲
れ

た
生
鮮
品
や
加
工
品
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

以
降
は
継
続
的
に
水
揚
げ
で

き
て
い
る
（
直
近
ま
で
、
検

出
限
界
を
超
え
た
検
体
数
は

ゼ
ロ
）。

た
だ
、
と
て
も
で
は
な
い

が
、
ま
と
も
な
収
入
に
は
ほ

ど
遠
い
。
刺
網
漁
や
船
引
網

漁
、
採
介
藻
漁
業
（
潜
水
な

ど
で
貝
類
や
藻
類
を
獲
る
漁

業
）、県
南
部
を
拠
点
と
し
た

漁
業（
底
引
網
漁
な
ど
）は
、

い
ま
だ
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。

│
│
自
粛
中
の
漁
業
は
今

年
、
ど
う
動
き
ま
す
か
。

野

会
長

船
引
網
に

よ
る
コ
ウ
ナ
ゴ
漁
は
、
今
春

か
ら
の
試
験
操
業
を
見
据

え
、
最
終
調
整
に
入
っ
て
い

る
。
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ
を
獲
る

採
介
藻
漁
業
の
試
験
操
業
も

同
じ
く
春
に
取
り
掛
か
り
た

い
。
Ｊ
Ｆ
い
わ
き
市
漁
協
を

中
心
と
し
た
、
沖
合
底
引
網

に
よ
る
試
験
操
業
は
、
遅
く

と
も
９
月
ま
で
に
着
手
し
た

い
。
相
馬
双
葉
漁
協
と
同
等

の
検
査
体
制
を
、
県
下
の
沿

岸
漁
業
す
べ
て
に
取
り
入
れ

る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の

懐
に
は
、事
故
原
発
が
あ
る
。

試
験
操
業
の
過
程
が
順
調
と

い
っ
て
も
、
す
ぐ
出
荷
停
止

魚
種
の
解
除
を
要
請
し
た

り
、
操
業
海
域
を
広
げ
た
り

と
、
事
を
急
ぐ
こ
と
が
な
い

よ
う
に
厳
重
に
注
意
を
し
た

い
。
今
年
は
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
を
し
っ
か
り
と
使
い

分
け
て
い
く
年
に
な
る
、
と

と
ら
え
て
い
る
。

│
│
被
災
施
設
の
整
備
の

進
捗
（
ち
ょ
く
）
は
ど
う
で

す
か
。

野

会
長

小
名
浜
は

昨
年
末
ま
で
に
地
盤
沈
下
部

分
の
嵩
（
か
さ
）
上
げ
が
何

と
か
終
わ
り
、
衛
生
的
な
施

設
を
建
設
す
る
土
壌
が
整
っ

た
。
計
画
さ
れ
て
い
た
新
魚

市
場
の
新
設
は
、
現
状
で
予

定
よ
り
も
２
か
月
遅
れ
て
い

る
が
、
平
成
２５

年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
て
計

画
を
着
実
に
進

め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

小
名
浜
だ
け
で
な
く
、
試

験
操
業
の
範
囲
が
広
が
っ
て

い
く
に
従
っ
て
、
各
地
の
施

設
整
備
計
画
も
具
体
化
し
、

多
額
の
資
金
が
実
際
に
動
く

だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
資
金
を

効
率
的
か
つ
集
中
的
に
運
用

す
る
た
め
、
今
年
は
、
漁
協

合
併
の
協
議
を
事
務
局
レ
ベ

ル
で
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
（
昨
夏
に
協
議
再
開
し

た
）。

（
つ
づ
く
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
２
年
。
１
年
前
は
原
発
事

故
の
た
め
、
復
旧
・
復
興
へ
の
足
音
す
ら
聞
こ
え
な

か
っ
た
福
島
の
沿
岸
漁
業
が
今
、
遅
ま
き
な
が
ら
再

開
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。
今
年
の
福
島
に
お

け
る
漁
業
の
動
向
を
中
心
に
、
Ｊ
Ｆ
福
島
漁
連
の
野

哲
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
上
・
下
２
回
に

分
け
て
掲
載
す
る
。

（
八
田
）

◎
…「『
い
な
り
寿
司
の

日
』
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
」
と
問
い
掛
け
る
の

は
、
寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を

製
造
・
販
売
す
る
鈴
茂
器
工

営
業
本
部
の
小
野
寺
広
販
売
促

進
課
長
。
「
初
午
の
日
」
が
「
い

な
り
寿
司
の
日
」
に
あ
た
る
と
い

う
。
恵
方
巻
が
ブ
ー
ム
に
終
わ
ら

ず
定
着
化
し
た

こ
と
も
あ
り
、

巻
き
寿
司
ロ
ボ

ッ
ト
の
売
れ
行
き
も
好
調
。
「
同

社
に
は
一
時
間
に
２
５
０
０
個
の

い
な
り
寿
司
を
作
れ
る
『
い
な
り

寿
司
ロ
ボ
ッ
ト
』
も
あ
る
」
と
、

「
い
な
り
寿
司
の
日
」
も
ブ
ー
ム

に
な
り
、
定
着
化
す
る
こ
と
に
期

待
。◎

…
「
漁
業
被
害
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
ど
の
辺
ま
で
を
漁
業

被
害
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
漁
業

者
に
と
っ
て
は
漁
具
に
か
か
っ
た

魚
だ
け
で
な
く
、
近
海
で
捕
食
さ

れ
る
魚
も
漁
業
被
害
」。北
海
道
漁

業
環
境
保
全
対
策
本
部
の
平
野
正

男
本
部
長
は
、
先
に
開
か
れ
た
ト

ド
や
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
「
有
害
生
物

対
策
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会

で
、
「
漁
業
被
害
」
と
い
う
言
葉

の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
疑
問
を
投

げ
掛
け
た
。
平
野
本
部
長
の
地
元

・
襟
裳
岬
周
辺
で
は
、
ゼ
ニ
ガ
タ

ア
ザ
ラ
シ
の
増
加
で
タ
コ
資
源
が

減
少
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

「
ど
の
く
ら
い
捕
食
さ
れ
て
い
る

の
か
、漁
師
で
は
調
べ
き
れ
な
い
。

国
に
調
査
研
究
を
要
望
し
て
い
き

た
い
の
で
、
研
究
者
の
方
々
も
調

査
研
究
の
必
要
性
を
訴
え
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。

（
札
幌
）

◎
…
サ
ー
モ
ン
人
気
は
近
年
、

マ
グ
ロ
を
凌
駕
（
り
ょ
う
が
）
し

つ
つ
あ
る
。
「
伊
豆
半
島
の
観
光

地
で
、
漁
協
の
市
場
が
目
の
前
に

あ
る
の
に
、
割
烹
屋
で
サ
ー
モ
ン

を
注
文
す
る
人
も
い
る
。
嘘
の
よ

う
な
本
当
の
話
」
と
語
る
の
は
、

静
岡
東
部
で
「
富

士
山
に
じ
ま
す
」

を
養
殖
す
る
柿
島

養
鱒
の
岩
本
い
づ
み
専
務
。
「
今

や
サ
ー
モ
ン
な
ら
誰
で
も
名
を
知

っ
て
い
る
。
淡
水
を
想
起
す
る
ニ

ジ
マ
ス
の
名
に
い
つ
ま
で
も
こ
だ

わ
る
よ
り
も
…
」
と
、
先
行
す
る

「
信
州
サ
ー
モ
ン
」
に
倣
い
、
２

月
か
ら
「
富
士
山
サ
ー
モ
ン
」
の

看
板
に
架
け
替
え
、
地
元
名
産
を

目
指
し
て
再
出
発
し
た
。

漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策

事
業
の
第
１５
回
中
央
協
議
会

な
ら
び
に
、
漁
業
・
養
殖
業

復
興
支
援
事
業
の
第
１０
回
中

央
協
議
会
が
３
月
１３
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
大

手
町
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
６
Ａ
で
開
催
さ
れ
る
。

も
う
か
る
漁
業
創
設
支
援

事
業
を
活
用
す
る
改
革
計
画

は
、は
ぎ（
定
置
網
）、隠
岐
ま

き
網
（
中
型
巻
網
）、宇
和
島

ま
き
網（
中
小
型
巻
網
）と
、

遠
旋
組
合
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
変
更
案
件
の
４
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
が
ん
ば
る
漁

業
復
興
支
援
事
業
を
活
用
す

る
漁
業
復
興
計
画
は
、
三
陸

や
ま
だ（
定
置
網
）と
、
気
仙

沼
（
近
海
ま
ぐ
ろ
延
縄
）
の

変
更
案
件
で
、
２
漁
業
復
興

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

【おことわり】２２

日午前６時現在発表

分の「各都道府県等

における水産物放射

性物質検査結果」一

覧は、紙面の都合上

休載しました。

最新の情報は、当

社 ホ ー ム ペ ー ジ

（www.suikei.co.jp）

に更新しております

ので、ご活用くださ

い。

日
本
冷
凍
食
品
協
会

（
伊
藤
雅
俊
会
長
）は
２１
日
、

一
般
社
団
法
人
移
行
が
認
可

さ
れ
、４
月
１
日
付
で
移
行
。

丹
代

勇
一
氏
（
た
ん
だ

い
・
ゆ
う
い
ち

Ｊ
Ｆ
頓
別

漁
協
組
合
長
）
２２
日
午
前
６

時
４３
分
、
入
院
加
療
中
の
と

こ
ろ
心
不
全
の
た
め
死
去
、

７６
歳
。
丹
代
家
と
頓
別
漁
協

の
合
同
葬
に
て
、
告
別
式
が

き
ょ
う
２５
日
午
前
１０
時
か

ら
、
北
海
道
枝
幸
郡
浜
頓
別

町
南
２
条
３
丁
目
６
番
地
の

浜
頓
別
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
ホ
ー
ル
（
電
話
０
１
６
３

４

２

２
４
４
４
）
で
行

わ
れ
る
。
喪
主
は
妻
の
洋
子

（
よ
う
こ
）
さ
ん
、
葬
儀
委

員
長
は
頓
別
漁
協
副
組
合
長

の
山
本
賢
一
氏
。

全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会

総

代

確

定

公

告

総
代
選
挙
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十

日
付
で
公
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
日
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
確

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
第
二
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
旨
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
総
代
補
欠
選
挙

選
挙
管
理
者

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
専
務

吉
田
博
身

記

静
岡
県
地
区

南
駿
河
湾
漁
業
協
同
組
合

静
岡
県
御
前
崎
市
港
六
一
三
一
番
地

以
上
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Monday
（月）

２０１３年（平成２５年）

福
島
漁
業
再
開
へ
の
道

第３８回全国海水養殖シンポジウム

２５
２

アクセル、ブレーキ併用で

い
な
り
寿
司
の
日

定
着
期
待

小
名
浜
魚
市
場
、来
年
度
末
完
成
へ

野 会長

７

カツオの国際相場反発

中国で淡水サーモン増産か

米ベ海スケコ不振、半減

４
月
１
日
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第３８回全海水シンポジウム特集
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「さらに上を目指します」と極洗マグロを
紹介する濱田社長 と濱田善之専務
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